






雑学
世界には現在、190か国以上の国があり、それぞれに特徴や個性
があります。今回は、世界のさまざまな国のランキングと、それに
関連する雑学をご紹介します。
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インドネシア日本でバナナといえばフィリピンのイメージが強いかもしれませんが、実はバナナ

の生産量世界一はインドです。インドは人口が多いので、当然バナナを
食べる人の数も多くなります。また、バナナが育ちやすい温暖な気候である
ことも、このような順位の理由です。
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日本の世界遺産の登録件数は26件であるのに対し、イタリアの世界遺産は59件で

2倍以上の数があります。古代からさまざまな文化を築き上げてきたヨーロッパで

すが、中でもイタリアは1000年以上ローマ帝国として繁栄した長い歴史をもち

ます。また、地中海に面したイタリアは温暖で雨の少ない穏やかな
気候であり、石造りの建物や紙でできた書物などが状態のよい
まま残存する理由にもなりました。
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出典：（キッズ外務省）世界いろいろ雑学ランキング 

外務省（https://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/ranking/index.html）

アラブ首長国連邦

サウジアラビア

ノルウェー

中国

日本

韓国産業用ロボットとは、工場での作業を人間の代わりに行ってくれるロボットのことをいいます。

現在、世界では1年間に50万台以上の産業用ロボットが新しく設置されており、中でも中国の
設置台数は世界全体の設置台数の半分以上を占めています。特に、
自動車産業やエレクトロニクス産業では、精密な動作が可能な産業用ロボットの

重要性が高く、労働力不足を解消し、高品質な製品を安く大量に
生産するために欠かせない存在になっています。近い将来、
「ロボットがロボットを作る」というSF小説や映画のような世界が

現実になるかもしれません。
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日本のインターネット利用者数の割合が約85％であるのに

対し、アラブ首長国連邦とサウジアラビアのインターネット利

用者数の割合は100％となっており、国民のほぼ全員がイン

ターネットを利用しています。これは、両国ともに政府がデジ

タル化政策を推進しており、オンラインでの公共サービスの

提供が一般的になっているためです。また、両国とも石油
への経済的な依存を減らすために、経済の多角
化とテクノロジーへの投資を積極的に進めてい
ます。これにより、新たなテクノロジーに対する関心が高
まり、インターネットの利用が促進されているそうです。

日本では現在10％に定められている消費税ですが、世界で

最も高いハンガリーではなんと27％もの税率が課せられて

います。ただし、ハンガリーでは軽減税率が設けられていて、

食品や医薬品など、生活に必要なものの消費税率は5％

です。これらの国々では消費税率が高い代わりに、病院や
学校の費用が無料だったり、年金などの社会保障
が充実していたりします。そのため、意外にも国民の
幸福度は高く、人々は「国に貯金している」という
感覚だそうです。
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（ランキングの統計は2021年から2024年のもので、順位は今後変わる可能性があります。）
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世界遺産が多い国ランキング

産業用ロボットの稼働台数が多い国ランキング

インターネット利用者数の
割合が高い国ランキング

消費税（付加価値税）の税率が
高い国ランキング

バナナの生産量が多い国ランキング
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